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笠戸大橋より徳山高専を望む

旧暦の６月、安全と大漁を祈願して、周南市粭島
貴船神社と荒神森の間を神輿渡御(みこしとぎょ)
が行われる。

２千年以上前の地層から掘り出されたハスの実が
よみがえり、再び花を咲かせたというハスである。
発見者である大賀一郎博士の名前から「大賀ハス」
という。

日本の動物園では徳山動物園・旭山動物園・沖縄
こどもの国の３カ所のみで飼育されているめずら
しい象である。

毎年１１月３日に、下松市福徳稲荷では「稲穂祭」
が行われる。白狐の面をかぶった新郎新婦が人力
車に乗り、それに続く行列が「狐の嫁入り」とし
て有名である。
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周南市湯野温泉には、夏目漱石の小説「ぼっちゃ
ん」のモデルといわれる弘中又一の旧宅がある。
漱石とは松山で一緒に教師をした仲である。

臨済宗鹿苑山漢陽寺は、大本山南禅寺別格地とし
て、山口県下屈指の名刹である。開基は応安七年
大名大内盛見、開祖は室町時代の名僧、用堂明機
禅師である。
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編集後記
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発行日 2009年（平成21年）3月5日

平成20年度は耐震改修工事の完了した新校舎で始まりました。本校の建物が
新たな時代の基準に適合させて変化を遂げたのです。世の中も大きく変化する
中、校舎だけでなく我々も変わって行かなくてはなりません。
本号では、学生の皆さんが新たな社会へ旅立つ準備のために活動している「進
路支援室」について特集記事を組みました。さらに「就職・進路状況」を各学
科担当教員から説明していただき、学生の皆さんの体験記も載せています。「卒
業生だより」を含めて、在校生や保護者の皆様には、今の自分をいかに変えて
いくかのヒントとなる貴重な情報が満載されています。
また、今年度は徳山高専の発展とともに活躍されてきた先生方が6名退職さ

れます。先生方から我々へのメッセージは、長期的視野から見た今後の本校の
行方を示唆するものでもあります。世の中が変わっても、それに対応し、より
よい方向へ変革を遂げる姿勢にはいつの時代にも共通のものがあるような気が
します。
最後に、年末年始のお忙しい中、本号に執筆頂いた皆様、執筆依頼から校正

まで協力してくださった皆様に、改めてお礼を申し上げます。（K.F.）
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